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家
康
敗
戦
で
隠
れ
命
拾
い

漢
国
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

漢
国
神
社
の
拝
殿
‖
奈
良
市
漢
国
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
漢
国
町
２

（
祭
神
）
大
物
主
命
、
大
己
貴
命
、
少
彦
名

命

（
交
通
）
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
。
無
料

（
電
話
）
０
７
４
２
・

・
０
６
１
２

漢
国
神
社
は
５
９
３
(
推

古
天
皇
元
)
年

勅
命
に
よ
り

大
神
君
白
堤
が
大
物
主
命

を

そ
の
後

７
１
７
(
養
老

元
)
年
に
藤
原
不
比
等
が
大

己
貴
命
と
少
彦
名
命
を
合

祀
し

古
く
は
春
日
率
川
坂

岡
社
と
称
し
て
い
ま
し
た

本
殿
は
三
間
社
流
造
(
正

面
柱
間
が
三
つ

屋
根
が
前

に
伸
び
る
様
式
)・
檜
皮
葺
で

桃
山
時
代
の
建
造
物
で
す
。

神
社
に
は
大
坂
の
陣
の

際
、
徳
川
家
康
が
戦
に
敗
れ

境
内
の
桶
屋
に
忍
び
、
九
死

に
一
生
を
得
た
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
家
康
は
後
に
お
礼
参

り
の
参
拝
を
し

鎧
一
領

｢
茶
糸
威
胴
丸
具
足
｣
を
奉

納
。
鎧
は
奈
良
国
立
博
物
館

に
寄
託
さ
れ
、
神
社
に
は
複

製
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
境
内
に
は
、
日
本

で
初
め
て
餡
入
り
饅
頭
を

伝
え
た
林
浄
因
命
を
祭
る

我
が
国
唯
一
の
饅
頭
の
社
・

林
神
社
が
あ
り
ま
す
。

林
浄
因
は
中
国
浙
江
省
の

人
で
１
３
４
９
（
貞
和
５
）

年
に
来
朝
し
て
漢
国
神
社
の

社
頭
に
住
み
、
故
国
で
習
い

覚
え
た
饅
頭
を
作
り
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

足
利
将
軍
家
を
経
て
宮
中
に

献
上
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

毎
年
４
月

日
に
は
、
菓

祖
神
・
林
浄
因
命
の
偉
業
を

た
た
え
、
菓
業
界
の
繁
栄
を

祈
願
す
る
「
饅
頭
ま
つ
り
」

が
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
饅
頭

が
献
上
さ
れ
ま
す
。
当
日
限

定
の
「
復
刻
奈
良
饅
頭
」
の

販
売
も
お
ま
つ
り
の
楽
し
み

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

鶴
田
吉
範
）

‖
次
回
か
ら
木
曜
に
掲
載


